




目次

1



国際感覚豊かな人材の育成 ものづくり県の次代を担う人材の育成

　国際化が進む現在において、本県が地域間競争に勝ち抜き、持続的に発展していく
ためには、社会に変革を起こしていくグローバルリーダーとして未来を創る人材の育
成が必要です。
　静岡県教育委員会では、2016年４月に「ふじのくにグローバル人材育成基金」を
創設し、国際的に活躍しようとする意欲ある高校生やグローバル教育を推進する学校
を支援しています。

高校生が意欲を持って、自ら進んで
参加する留学の経費を支援します

ものづくり等の世界大会に参加
する高校生を支援します

県内企業の海外事業所等における
就労体験事業を支援します

特色のある先進的なグローバル教育
を展開する指定校を支援します

海外の教育機関等において、指導力や
専門性を向上させるための研究に
取り組む教職員を支援します

海外体験（留学）

ものづくり等世界大会

海外インターンシップ

グローバルハイスクール

教職員の海外研修
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１ オンライン英会話プログラム

新型コロナウイルス感染症により大学連携企画留学が中止となる中、令和４年度の代替プログ

ラムとして、アメリカ合衆国のジョージタウン大学との連携により、オンライン英会話プログラ

ムを実施しました。参加した高校生の感想等をまとめました。

２ グローバルハイスクール

学校の特色を生かした課題研究を中心に、海外の大学や研究機関等と連携してフィールドワー

ク等を実施する学校を指定しています。令和４年度指定校の取組をまとめました。

学校名 氏名（敬称略） 期間 掲載ページ

静岡県立榛原高等学校 広畑 乃羽 令和４年８月９日～令和４年８月 20日 ６

学校名 指定期間 掲載ページ

静岡県立下田高等学校 令和４年度～ ８

静岡県立静岡城北高等学校 令和３年度～ 10

日本大学三島高等学校 令和４年度～ 12

静岡県立浜松湖東高等学校 令和３年度～ 14

静岡県立相良高等学校 令和４年度～ 16

静岡聖光学院中学校・高等学校 令和３年度～ 18

参加者等一覧参加者等一覧
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新型コロナウイルス感染症により大学連携企画留学が中止となる中、昨年度に続き、令和４年

度の代替プログラムとして、ジョージタウン大学との連携により実現しました。

オンラインによるリスニング、スピーキングスキル等の向上及び多様な価値や異文化理解を図

ることを目的として、自らの国際化に高い意欲・関心を有し、主体的に海外留学等の新しいチャ

レンジを志す県内高校生を対象に実施しました。

内 容

連携大学

ジョージタウン大学

（ワシントン D.C.）

※平成 30年度から、ふじのくに地域・

大学コンソーシアムと連携して海外

研修等を実施

コース名
American Conversational English Program（ACE Program）

（ジョージタウン大学オンライン英会話プログラム）

実施内容 Zoom ミーテイングによるオンライン英会話プログラム

実施期間

・１日 90分、10日間、15 時間のプログラム

・授業時間 午前９時から 10時 30 分まで（日本時間）

セッション 令和４年８月９日（火）～８月 20 日（土）

応募要件

・英語運用能力が、B1 CEFR 以上の実力を有する者

（例）実用英語技能検定 準１級～２級の中間程度

・各種英語資格・検定試験の４技能スコアにより判断

募集人数 原則 50 人

参加者数
36人（３クラス）

・事前テスト（オンライン）により、習熟度別に分けて実施

実施形態 ・Zoom ミーティング、GoogleClassroom による教材配信

内容

・日常生活での英語使用に焦点を当て、個人の関心事、アメリカの文化や政

治などのトピックについて、各クラスで議論する。

・議論の様子を基に、米国講師が各個人に英語の運用スキルについて、フィ

ードバックを実施する。

・プログラム全体を通して、自信を持って英語を話す姿勢を身に付けるとと

もに、リスニング、スピーキングスキルの向上及び異文化理解を深める。

・地元の学生や高校生との交流する。
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英語４技能（聞く、読む、話す、書く）の中で、特に「聞く」「話す」ことを重視し

た研修内容でしたが、リスニング力、スピーキング力が向上したという実感はあり

ますか。

今後、英語外部検定（英検・TOEFL など）にチャレンジする意欲は高まりましたか。

研修の満足度はいかがでしたか。

（次年度も同内容にて実施する場合）

先輩や、後輩に対して、参加を勧めたいですか。

受講者全員が「参加を

勧めたい」と回答

受講者全員が満足と回

答

ほとんどの受講者が英

語外部検定（英検・

TOEFL など）にチャレ

ンジする意欲が高まっ

たと回答

ほとんどの受講者がリ

スニング力、スピーキ

ング力が向上したと回

答

ある

どちらかといえばある

あまりない

ない

高まった

どちらかといえば高まった

あまり高まらなかった

高まらなかった

満足

やや満足

やや不満

不満

大いに勧めたい

勧めたい

あまり勧めたくない

勧めたくない
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静岡県立榛原高等学校 ２年 広畑 乃羽

・２、３人のグループに分かれて与えられたトピックについてディスカッション

・英語講師やメンバーとのＱ＆Ａ

・日本や海外の文化をプレゼンテーション

・プレゼンテーションのために宿題でスライド作成

・英語の動画を見て内容の聞き取りや情景描写

・文法や発音の正確性

・積極性

・語彙力

・質問力

プログラムを通して英語力と同時に対話力も高められたと思うので、英語を使って人と関わる活動

や外国人に日本語を教えるボランティアなどに参加してみたいと思っています。また、高度な英語試験

に挑戦したり、いつか海外留学やホームステイをしたりして、さらに英語力を高められるよう努力した

いです。

私は普段、学校の授業以外で英語を話すということがめったになく、しかも相手は全く知らない県内

の高校生ということで、熱心にプログラムに参加できるかどうか初めはとても不安でした。しかしこの

10 日間を通して、英語力だけでなくコミュニケーションや積極性の大切さなど、たくさんのことを学

ぶことができました。初対面の人と母国語でない英語

を使って話すということは、すごく勇気が必要でとて

も緊張しましたが、近くに同じような目標を持った仲

間がいるということを知り、より一層プログラムへ意

欲的になることができました。また勇気を出して話す

ことによって自信がつき、自分を成長させることがで

きたと思います。

このプログラム参加後に、さらに自分の英語力を高

めたいと思い、英語検定準１級に挑戦し、合格するこ

とができました。

ジョージタウン大学オンライン英会話プログラム関

係者の皆様、この度は貴重な機会を設けていただき、

本当にありがとうございました。
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少子化に伴う学級減という状況下、遠隔地(僻地)の学校がいかにグローバルな視点で人材育成に取り

組み、学校の魅力化を図るかは喫緊の重要課題である。「下田から世界へ発信！！」プロジェクトと銘打

ち、グローカル CITY プロジェクトに取り組む開国の町下田市との連携を通して、遠隔地における地域課

題を検証し、国際交流と有機的に結び付け、グローバルな視点に立って、積極的に国際社会とかかわり、

将来において国際的な役割を担う人材を育成する。

(1)姉妹校であるニューヨークのタウンゼント・ハリス高校、下田市の姉妹都市ニューポート市との研

修交流を通して国際性を育み英語力を向上させる。

(2)下田市グローカル CITY プロジェクトと下田高校グローバルハイスクール事業の連携により、下田市

の国際交流事業に共同参画する。

①黒船祭（吹奏楽部）②国際交流事業（市在住の外国人との交流）

(3)外国語教育に力を入れる大学等を訪問し、国際性を育むために必要な語学力を強化する。

(4)海外の高校生や留学生と国際交流を行う。

(5)「総合的な探究の時間」を体系的に構築し、外部機関(大学講師、地元産業界等)と連携して実践的な

探究活動を行い、地域課題を考える。

(1) タウンゼント・ハリス高校、ニューポート市との交流は、下田市と連携し、７月下旬の実施予定で動

いていたが、コロナ禍のため実現できなかった。来年は７月 29 日(土)～８月５日(土)の日程で計画し

ている。可能であれば下田市と合同で実施の予定であるが、下田高校単独でも実施する。

(2) 下田市グローカル CITY プロジェクトと下田高校グローバルハイスクール事業の連携

毎年５月に行われている黒船祭に吹奏楽

部が参加し、開会セレモニーにおいて、アメ

リカ海軍海兵隊と共演。英語でコミュニケー

ションをとり、生きた国際交流ができた。ま

た、記念パレードにも参加し、祭りの雰囲気

を盛り上げた。

(3) イングリッシュ・キャンプ in神田外語大学

10 月 30 日(日)～31 日(月)の１泊２日で神田外語

大学を訪問し、外国人教師によるオールイングリッ

シュの英語レッスンを受講。清潔感のある大学のキャ

ンパスで英語漬けの時間を過ごし、語学力を磨いた。ま

た、下田高校卒業生の現役大学生から学校の紹介や学

生生活の楽しみなどを聴き、高校生にとって刺激のあ

る、有意義なツアーとなった。参加生徒 20 名、引率教

員４名。

遠隔地におけるグローバル人材の育成と学校魅力化

静岡県立下田高等学校
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(4) 海外の高校生の受け入れ

１学期末にアメリカとイタリア

からの高校生を一人ずつ受け入れ

た。一緒に授業を受け、海外の学校

の様子や生活文化を学んだ。すぐに

仲良くなり、和やかな国際交流とな

った。

(5) サイエンスダイアログ

11 月 24 日(木)、日本学術振興会のサイエンスダイアログ事

業と提携することで、若手外国人研究者を講師に迎え、自身の

研究と出身国に関係した講演を実施。講師は国立研究開発法

人海洋研究開発機構の Dr.Julien Michel 先生。『有孔虫がつ

なぐフランスと日本の科学研究』と題し、オールイングリッシ

ュで講演。講演前には有孔虫（星の砂）の顕微鏡観察を行い、

講演後も生徒たちは英語で先生に質問した。

(6) 東京研修

10 月 13 日(木)～14 日(金)、２年生理数科の生徒たちが１泊２日

で東京研修を実施。１日目は東京大学を訪問。本校卒業生で東大２

年の先輩に安田講堂前で大学生活について説明を受けた。また、中

野セントラルパークにて筑波大学元教授の三島次郎先生から南極観

測隊としての極地探検の経験を聴いた。２日目は横須賀リサーチパ

ークにて工学博士の太田現一郎先生から黒船来航以来の無線通信の

研究史を学んだ。

(7) 地域課題研究

11 月 26 日(土)～27 日(日)、「地域の手仕事に出会う旅」をテーマに

４つのコースを設定し、地元企業での実習を通して、地域の産業の現

状と課題を考えた。コースは、①開国タイムトラベル（開国の地下田

で活躍する下田芸者を知る旅）、②着物で制作（着物の魅力を伝えるた

めの着物を着ながら楽しむイベントづくり）、③下田街歩き（大正時代

から続く老舗和菓子屋でどら焼き体験）、④須崎の恵み（下田の漁師か

ら学ぶ干物開き体験）。１、２年生の 25 名が参加。

(8) 英語スピーチコンテスト

グローバル教育の一環として、英語スピーチコンテストにも積極的に参加した。１年生の高橋佳子さん

が 10 月に行われた県大会で見事優勝し、11 月の東海北陸大会に進出、ここでも３位入賞を果たした。全

校集会において、皆の前で英語でのスピーチを披露した。

今年度の一番の目標であったニューヨークのタウンゼント・ハリス高校との交流が、コロナ禍によって

実施できなかった。来年度はアメリカ研修を是非とも実施し、生徒にとって貴重な体験をさせたい。また

下田市との連携をさらに強化し、探究活動を通しての人間教育に力を入れたい。
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グローバル科への学科改善２年目を迎え、様々な活動を通して「グローバル化に伴う世界と地域の課

題解決に行動する人」の育成を目指し、地域社会での課題解決のために、生徒が有する高い語学力、積

極的な行動力と異文化に対する豊かな好奇心を活用する機会を提供している。感染症による海外渡航

や対面活動の制限がある一方で、オンラインシステムの利用や地元の人的資産を活用することで、学科

の目標達成のための方策を模索している。また、普通科生徒のグローバル意識の喚起、高揚と活動への

参加の増加を目指している。

【地域研究課題】

グローバルな視点で静岡のグローカル課題を解決し、静岡の魅力を発信する。地域の現状とグローバ

ル化が進む県内産業界を探究し、そこで得た知識を英語で発信する。県内で暮らす外国出身の方々や、

海外に顧客を持つ県内で働く方々からお話を聴くことをきっかけとして、グローバル化によって生じ

ている静岡県内の課題に気づき、その解決方法を考え、実際に行動することを目指す。

【国際性の育成】

グローカル課題解決に必要なグローバルな視野と確かな英語力を身に付ける。そのために、海外研修

や外国人との交流活動を企画し、生徒が英語を使って意思伝達をする機会を設定する。

【地域研究課題】

(1) 「グローバルな交流」の実施

グローバル科１年生を対象に、静岡県出身のグローバルに活躍している学生、職業人３人を招

き、異文化での生活、多文化共生時代の職業観、大学での学び等についての講話を実施。

(2) 福井県立武生東高校が実施する「ワールドハピネスフォーラム」への参加

グローバル科２年希望生徒７人が、７か国の高校生と地域の課題についてオンラインで交流。

(3) 「グローカル研修」の実施

グローバル科１年生と静岡大学で学ぶ留学生との交流。生徒自身が解決したいと考える地域課

題について英語でのプレゼンと、それに対するフィードバック。

(4) 「静岡大学特別講義」の実施

モーリシャスとの交流事業の一環として、静岡大学鈴木款教授とカサレト・ベアトリクス・エス

テラ教授による、海の生態系と環境についての英語での特別講義を実施。グローバル科 16 人、普

通科３人が参加。

(5) 「グローバルニュースレター」の発行

グローバル科の生徒が中心となり、社会性の高い話題について意識啓発ポスターを作成。全校

生徒にオンライン配信。

グローバル化する社会に目を向け、地域の課題をグローバルな視点でと

らえ、解決方法を模索しながら行動する人材の育成

静岡県立静岡城北高等学校
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【国際性の育成】

(1) モーリシャス国 Loreto College Bambous Virieux 校とのオンライン交流

(2) タイ国ラートウィットバンケーオ高校で日本語を学ぶ高校生とのオンライン交流

(3) インドネシア国立ブカシ第 10高校の高校生とのオンライン交流

(4) 生徒会役員生徒の呼びかけによる、モンゴルに寄贈するランドセルの収集活動

(5) グローバル科１・２年生の、モンゴル国からの高校生訪問団との交流

(6) グローバル科１・２年生を対象に、通訳の西田大氏を招き、グローバル科講演会を実施

(7) グローバル科１年生を対象に県内 ALT７人によるサマーセミナーを実施

(8) 静岡市内合同エンパワーメントプログラムを実施。普通科１人、グローバル科 17人参加

(9) ジュビロ磐田の通訳、ジョージ赤阪氏を招き、グローバルセミナーを実施

(10) 海外研修に代えて、ブリティッシュヒルズ研修を実施

(11) グローバル社会見学の実施。グローバル科１年生が、東京大学、神田外語大学、東京学芸大学附

属国際中等教育学校、株式会社商船三井を訪問。探究活動の先進校、大学、グローバル企業への訪

問をとおして、多様な視点の獲得と英語力及び進路意識の高揚を図った。

グローバルハイスクールとしての２年間の取組を通して、普通科の生徒の間である程度のグローバ

ル意識の高揚は見られるようになった。昨年度９月と今年度 12 月に実施したグローバルアンケートで

は、「学校全体で、グローバルな視点を持つ生徒を育成しようとしていると感じる」と答えた普通科生

徒の割合は昨年度から約 1.2 倍に増えている。また、「グローバル科・国際科から刺激を受けたことが

ある」と回答した普通科の生徒の割合は約 1.6 倍に増加した。これは、グローバル科の生徒たちの課題

解決に向けた行動力や積極性、発表時の堂々とした態度などが、普通科の生徒に好影響を及ぼしている

ためである。

「グローバル活動」を、海外、外国人との交流という狭義でとらえている生徒や教職員がまだ多い。

学校全体でグローバル教育をより一層推進し、SDGs をはじめ、身近な課題から地球規模のものまで、

社会のあらゆる問題にグローバルな視点を持って取り組もうとする意識を、普通科生徒や教職員に更

に普及させたい。そして、地域の課題をグローバルな視点でとらえ、解決方法を模索しながら行動する

ことができる人材の育成に努めていきたい。

サマーセミナー モンゴル高校生派遣団との交流
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本校では、令和４年度よりコース制になり、各コース特長を活かした教育活動を展開しています。その

基点となるのが、「総合的な探究の時間」です。特にグローバルな視点を育成するために、グローバル留

学コース以外でも、海外を身近に感じることができるプログラムを計画しています。

本校が目指すグローバル人材に必要な要素は、21世紀型スキルを修得し、グローバルな視野を獲得する
ことです。これに向けて、「総合的な探究の時間」を活用

して、さまざまなプロジェクトに挑戦し、課題解決へと

つなげていきます。

特に海外におけるプログラムは、アクティビティベー

スの研修を実践する中で、語学の活用のみならず、グロ

ーバルな視野の獲得の一助として、キャリアデザインの

きっかけとなる経験を積むことを目指していきます。

初年度の計画としては、キャリアデザインのための海外経験の充実を目標に掲げています。

国内を起点として、21 世紀型スキルの修得、ICT を活用した語学力向上、地域の中でのグローバルな視

点の発見や探究活動を計画しています。21 世紀型スキル修得の一環としては、プレゼンテーションスキ

ルの向上を目指し、12 月 17 日に関西学院大学上之原キャンパスで実施された「中・高探究の集い 2022」

に参加し、ポスターセッションを通してグローバルな課題（ジェンダーに関して）を提示することに挑戦

しました。また、２月 15 日、18 日に探究活動の成果発表の場として、「未来の仕事を探究する」という

テーマのポスターセッションを実施予定です。

海外基点としては、グローバルな視点の涵養、海外体験の充実、海外長期留学を計画しています。海外

体験の充実という点においては、希望者を対象に、マレーシアへの海外探究研修を３月 21 日～28 日まで

予定しています。当研修は、語学力向上を目

的とせず、あくまでも現地でのアクティビテ

ィを重視したものとし、語学の必然性を感じ

ながら、新しい体験をしていくことを目的と

しています。また、海外長期留学は、グローバ

ル留学コースの生徒全員が、南オーストラリ

ア州アデレードにおいて、2023 年１月 26 日

より同年 12 月 19 日まで、ホームステイをし

ながら現地公立高校に通い、さまざまな経験

をしていくものとなります。

探究活動を通した海外研修によるキャリアデザインの動機付け

日本大学三島高等学校
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【令和４年度】

地域研究課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○ 地域探究プログラム

u 地域の中のグローバルを発見

○ キャリア探究プログラム

u 地域の中のオリジナリティを発見

○ 総合的な探究の時間

u AAR サイクルの実践

○ 学びの意欲向上

u 高大連携講座の履修

国際性の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

21世紀型スキル修得

○ iPad 活用による ICT スキルの修得

u 特にグローバルな視点でのリテラシー

理解に焦点を当てる。

○ コミュニケーションスキルの向上

u アプリケーション活用によるプレゼン

ロジックの修得に焦点を当てる。

留学先との交流

○ 留学中の本校生や海外事情の情報収集

u 海外研修先に予定している豪州に所在

する本学施設周辺のリサーチ

○ 現地校の生徒との交流

u 南豪集の提携校との異文化交流

○ 海外探究研修

u マレーシア・コタキナバル海外探究研修

【令和５年度】

地域研究課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○ 地域探究プログラム

○ キャリア探究プログラム

○ 総合的な探究の時間

○ 学びの意欲向上（高大連携）

国際性の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○ 21 世紀型スキル活用

u グローバル＆ローカル課題の発見と解

決方法の模索

○ 外国語活用実践

u 実用英語の実践（対面／オンライン）

○ 海外異文化探究プログラム

u 語学特化ではなく、探究心を涵養するア

クティビティを中心にした異文化体験

プログラム

研究の成果としてあげられるのは、探究活動を積極的に進めるためには、生徒の動機づけが重要である

ということが見受けられた点です。先述したグローバル留学コースのポスターセッションに言及すると、

夏期語学研修で訪れたフィリピンで体験したジェンダーに関して発表した際に、他校の同年代から投げ

かけられた質問や提案によって、自分たちの今後の学びに対する課題が明確になりました。長期留学中の

学びの膨らみに期待したいところです。

今後の課題としては、探究活動をいかに PBL として設定するかという教師の働きかけと、生徒の探究

活動を通して、深い学びへとつなげていけるかを掲げていく予定です。令和４年度末に実施するマレーシ

ア研修は、アクティビティを通して、生徒の探究心を深めていく取り組みとなっています。この経験を参

加していない生徒と共有する機会を設けることで、令和５年度の海外研修への参加者を増やしていき、グ

ローバル人材の育成に寄与していきたいところです。
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外国人労働者を多く受け入れている地域として、人種や差異を超えて互いに助け合い、共生できる社会

の実現を目指す必要があり、このような多文化化した新しい社会を支えていく世代には、グローバルな視

点を持った生き方や在り方を考え、選択していくことが求められる。浜松湖東高校では探究活動を推進

し、子ども学習支援と、フェアトレード、ジェンダーに関わる活動を行っている。子ども学習支援「コト

バショ」では外国籍やひとり親世帯で経済的に恵まれない子どもへの支援を行い、生徒が運営を行ってき

た。フェアトレードはコーヒーの公正な取引について学び、環境負荷について調査し、社会的認知度を高

めることを目的としている。ジェンダーについては学びを深めることで、身近な校内規定の見直しを提案

した。

＜コトバショ＞

【目的】子どもの貧困を学び、格差を是正する取り組み

【内容】

・すべての子どもに対する学習支援

・神久呂協働センターにて月２回の実施（R3 年 11 月開始）

・参加者 13人（中学生９人、小学生４人）、運営高校生 30 人

【活動】

社会福祉協議会からのアドバイス、支援／聖隷クリストファー大

学学生によるアドバイス、監督運営補助／宣伝（ポスター作製、中学

校訪問、ＰＲ動画作成、高校生ボランティア募集）／地域の子ども食

堂や、学習支援ボランティアへの参加／他地区の協働センターから

の依頼（寺子屋での学習支援ボランティアやイベントの運営補助）／

国際アカデミー日本語学院にて学院長の講演、外国人留学生とのワ

ークショップ・意見交換／外国語のポスターの作成／国際理解教育

（難民について）

【今後】国際交流センターでの宣伝（外国人生徒の受け入れ）

＜ジェンダー＞

【目的】性的マイノリティとして生きづらさを感じている人や差別

で困っている人に対して共感する態度を育てる。

【内容】以下の講演を通して、性的マイノリティについて学び、学年全体で個性や違いを認めあうことの

大切さを実感した。そして代表生徒による生徒課長との折衝を通して R4年度９月より女子生徒のスラッ

クスの着用が認められた。

・講演 静岡大学社会学 笹原恵教授「人権・多様性・ジェンダーについて」R3 年度

・講演 湖東高校 OB南咲空氏「多様性について」R3年度

・講演 トランスジェンダー協会会長 鈴木げん氏「LGBTQ」R2 年度

格差や差別で困っている人と接することで社会問題を理解し、自分との

関わりや体験を通して学ぶ

静岡県立浜松湖東高等学校

R4年度 青春浜松応援隊（認定式）

神奈川・東京研修（留学生との意見交換）

コトバショ（神久呂協働センターにて）
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＜フェアトレード＞

【目的】フェア(公正)な社会づくり

【内容】

フェアトレードの学習→アンフェアなト

レードが社会と環境に与える影響の調査

【活動】

フェアトレード動画制作（コーヒードリッ

プパックのパッケージに添付）／徳之島コー

ヒー農園研修／東ティモールコーヒー農園

リモート研修（R3 年）／ラオスコーヒー農園

のリモート研修／文化祭で販売・校内発表／

地区の協働センターまつりにて販売／国際

理解教育（難民について）

【今後】ラオスでのコーヒー農園研修

コトバショを継続するため後輩高校生ボランティアをさらに募集し、次年

度への運営の引き継ぎを行う。また外国人生徒の募集を行い、外国籍の子ど

ものおかれた状況を理解し支援体制を整えていく。フェアトレードは、今年

度中止になったラオスのコーヒー農園での研修を来年度は行う予定。フェア

トレードが農家の生活と環境に与える影響の調査をおこなう。

【成果】

・外国文化や言語、国際問題、社会問題に関心を持ち、自らできることを考

え行動に移すことができるようになった。

・浜松で外国人との共生社会を目指し、多様性を受け入れてみんなが生きや

すい社会づくりをしていくことに使命感を持つようになった。

・外国人労働者や貧困・差別について思いをはせることで、商品購入の指標(商品の背景が見える)とする

ことができるようになった。

・身近な格差や差別で困っている人と接することにより社会の抱える問題を明らかにして、自ら行動に移

すことができるようになった。

・高校生でも社会問題に対してできることがあることを知り、大人も問題の是正に取り組んでいることを

感じることができるようになった。

・プロジェクトの活動が生徒の進路実現や進路選択に大きく影響した。

・人権についての理解が深まった。

【課題】

・コトバショへの外国人生徒の受け入れが課題である。国際アカデミー日本語学院で頂いたアドバイスを

もとに、宣伝活動と受け入れの体制を整えていく。

R4年 3月 28日鹿児島讀賣テレビ

R4年 4月 1日読売新聞
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本校では、従来の英語教育に加え、学校全体として「実践を伴う課題解決型学習による探究的な学び」

の取組みに力を入れようとしている。そこで、通常の英語教育では効果が限定的である学校が、実践的な

英語学習や、英語話者とのプロジェクト学習を通じてどのようにすれば効果の高い英語教育ができるか

というロールモデルの作成に注力した。

本校のような学校において、教科書や参考書を使ったインプット中心の学習スタイルでは著しい学力

の向上は望めず、さらには大学受験などの学習動機がない生徒に対して英語をどのように身につけさせ

るべきか、どのように英語学習へのモチベーションを向上させるかが本プロジェクトで解決したい課題

とした。そこで、「アウトプット中心」「課題解決型学習」「地域や他校との交流」をテーマに、英語を手

段として使用する場を生徒たちに提供し、英語を第一言語とする他者と交流しながら英語を学んでいく

学習方法を本プロジェクトの基盤とした。

１．インプット中心からアウトプット中心に英語を学習していくオンライン英会話プログラムの実施

従来の英語学習の中心であったインプット型学習から、実際の日常会話をしながら英語を覚えていく

アウトプット中心の学習にするために、モデルとしてグローバルチャレンジサークルの生徒がフィリピ

ン講師と週１回のオンライン英会話を実施する。

２．実践を伴う課題解決型学習を目的とした HIS との相互訪問及び英語版牧之原市パンフレットの作成

北海道インターナショナルスクール(HIS)と交流事業の柱として、６月と８月の相互訪問及び牧之原市

名産品パンフレットを英語で作成を行う。本事業はプロジェクト型学習を通じて英語習得のみならず、英

語話者とのコミュニケーション力、地域貢献、協調性などの習得を目的とする。

３．グローバルで活躍する人材との交流を目的とした牧之原市サーフィン事業に参画

牧之原市が推進するスポーツのまちづくりに連携し、オリンピックレガシーとしてのサーフィンを中

心とした国際交流事業に協力する。

４．地域貢献を目的としたボランティア活動に参加

静岡県や牧之原市等が主催する在日外国人向けのボランティア活動（各種イベントの手伝い、募金活

動、日本語教室のサポート）の協力を行う。

（１）生徒の選択肢の拡大や多様な体験、能力開発を目的としサークル活動「グローバルチャレンジ」を

発足した。令和４年度より開始し、前期 25 名、後期 38名の生徒が参加。（４月）

（２）実践的な英語学習の取り組みとして週に１回のオンライン英会話学習を実施し、家庭学習でも 50

回分の受講ができる環境を整えた。

（３）牧之原市が進める施策であるオリンピックレガシーとしてのサーフィンを中心とした国際交流事

業に協力し、東京オリンピックサーフィン金メダリストカリッサムーア選手のオンラインミーティン

グや受け入れ事業、当該選手主催の財団「Moore Aloha」のサーフィン育成プロジェクトに参画した。

実用的な英語の習得が難しいとされる学校に参考となる課外活動を含めた新たな

英語指導法を模索する

静岡県立相良高等学校
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その際、一流アスリートの考え方、練習方法、食事法などを教授してもらい英語だけではない学びを得

ることができた。（11 月）

（４）北海道インターナショナルスクール（HIS）と２年間の交流提携を合意し、相互訪問の実施。

HIS からは３名の生徒を受け入れ、静波サーフスタジアム、グリンピア牧之原、牧之原山本園を訪問

しサーフィンとお茶を英語で紹介した。（５月）また本校 23 名の生徒が語学研修として HIS を訪れ、

授業見学やハイキングを通じて交流を深めた。特にアメリカ流の教育を直に体験し、文化や価値観の違

いに触れることができ生徒にとって大きな財産となる経験ができた。（10 月）

カリッサムーア選手との交流 HIS での授業風景 HIS の生徒とのハイキング

（５）HIS との協業で HIS と月１回の定例オンラインミーティングを実施し、パンフレット作成にあたっ

た。「サーフィン」「お茶」「観光」という調査内容別に３チームに分け、それぞれが地元企業や宿泊施

設に訪れインタビューを実施し英語に翻訳、パンフレット記事作成まで行った。次年度以降で海外の日

本食店をターゲットに本パンフレットの設置配布依頼を行う予定である。

（６）牧之原市主催の市在留外国人への日本語教室に参加し、日常生活、防災、病院、買い物、ごみの出

し方などのテーマで日本語と英語で会話を行った。（９月～10 月）また静岡県が実施するモンゴル交流

事業に協力した（12 月）

本プログラムを通じて、従来の英語学習の枠組みとは異なる学習方法を模索して行く中で、プロジェク

ト型学習や体験学習が、英語力のみならず生徒の創造力、コミュニケーション力、コラボレーション力を

養える感触を得た。また週１回のオンライン英会話では「覚えた英語を使う」から「使いながら英語を覚

えていく」学習法を行い、受講生徒の英語会話力が著しく成長をとげた。さらには参加生徒の授業内での

積極的な発言が周りの生徒たちにも波及をし、クラス全体の意欲が向上したことも実感している。この１

年を通じて、「勉強が苦手な生徒でも英語を話したい」、「英語で社会に貢献したい」と思える生徒への英

語教育ロールモデルができつつあり、生徒の英語力向上にも一定の効果が表れたことを実感した。

以下参加生徒の声（一部抜粋）

・英語のリスニング力が向上し、話すときに話したいことがすぐ出てくるようになった。

・このプロジェクトに入るまで英語が本当に嫌いだった。その苦手意識が克服することができた。

・外国人と一緒に笑って会話ができることが一番成長を感じている

・HIS の生徒は自分の考えを持っていて尊敬しました。自分もそうなりたいと思った。

・挑戦をする力が一番身についたと思う。

今後の課題として、数値での効果測定とロールモデルの横展開である。本プログラム参加の生徒には実

際に英語力が向上したかの定量的な効果検証が必要だと考える。（１月に参加生徒は実用英語検定を受験

予定）また、本プログラムには 38名の生徒が参加をしているが、今後はこのロールモデルをどのように

して学校全体や静岡県全体へと波及させていくかが今後の検討事項である。
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本校では Global Immersion プログラムを設立し、良質なインプットとアウトプットでゼロベースから

の実践的な英語習得を実現する英語教育と、生徒の自主性を促す個性的で多種多様な国際交流を実施し

ています。言語と文化を超えて世界中の人たちと協働・共創する経験は、自分と世界の触れ合う範囲を広

げてグローバルな視野を広げます。海外大学進学のサポート体制も整え、世界が抱える課題解決に挑戦し

貢献することを目指します。

地球温暖化にストップをかけるために効果的・効率的なエネルギーの使用が求められます。エアコンの

使用(温度設定)と電力・気候変動とのかかわりについて調査し、社会に広く発信するため、これからの社

会の担い手である生徒が主体になって問題提起から議論、解決策の提案と実行ができる国際交流プロジ

ェクトを計画しました。将来的にはグレタさんのように社会運動をけん引できるような人材育成を目指

します。

・中部電力株式会社よりエアコンの温度設定と環境に与える影響について話を伺う。

・海外の学校と交流をし、エアコンの使用・エネルギー使用への関心の度合いについて調査する。

・調査内容について発表する。

・エネルギー問題の理解と主体的な問題解決行動のためにオンラインや ICT 機器を活用しより対話的、

体験的学習形態を取り入れて実施する。

１年目 国内・オーストラリア・インドネシア・ブルネイのエネルギー使用等について理解をする。エネ

ルギー使用が環境にどのように影響を与えるか理解をする。

２年目 トルコ・フィリピンの海外生とオンラインで交流会を全 12 回実施。世界・地域レベルでエネル

ギー問題解決のために行われている取り組みを理解し、自主的に問題を発見、解決策を考えて実行でき

るようにする。

夏季の効果的・効率的なエネルギーの利用についての国際比較

静岡聖光学院中学校・高等学校

校章
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全 12回にわたってエネルギー問題について議論、対話型学習を繰り返すことによって、単に調べ学習

をすることでは気づくことができないことや、議論や思考レベルがとても深いものになった。参加した生

徒たちは自主的に問題が何かを考え、解決策を考えることができ、海外校の生徒と対話することで地域差

による問題の差異や取り組み方の違いについて考慮しながら、まさにグローバルな視野を広く持つこと

ができた。エアコンの温度設定には、想像以上に地域差による考え方の違いがあることを生徒たちは痛感

した。地理的条件や社会、慣習の違いが問題を複雑にしていることを知る機会になった。しかし、その中

でも共有して取り組めることを探す必要があり、各グループではそのための解決策を考え提案すること

ができた。文化背景の異なるメンバーとの協働学習を通して、異文化理解・リーダーシップやフォロワー

シップを養う機会となった。

課題は、コロナ禍で海外訪問を含めたフィールドワークができなかったことである。文章や数字ではわ

からない実感として、地域事情を考えた議論ができなかった。また、解決策のアクションプランの実行が

難しいことが多く、生徒達の行動を制限せざるをえなかった。

<２年目 活動内容の概要>

1.世界のエネルギー問題について基礎的知識、背景を確認する。エネルギー問題の理解を深める

2.グループ分けとチームビルディング。円滑に議論を進めるためのアイスブレイク

3.日本、トルコ、フィリピンの地理的・気候的条件や要素を知る

4.静岡ガス グローバル・エネルギー本部電力・環境事業部の方より日本のエネルギー事情について再度

講演・インタビュー(日本人生徒のみ参加)

5.チームごとに議論するテーマ決め、リサーチ内容の計画書作成

6.リサーチ内容の共有とディスカッション、内容のブラッシュアップ

7.リサーチ内容をもとに問題解決のアクションプランのアイデア出しとアクションプラン報告に向けた

打ち合わせ

8.アクションプランの報告と改善

9.アクションプランの発表の打ち合わせ

10.アクションプランの発表準備

11.アクションプランの発表

12.アクション継続の進捗の共有
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静岡県高等学校長協会／静岡県高等学校等副校長・教頭会／静岡県公立高等学校事務職員協会／

学校関係団体（同窓会、後援会等）／ふじのくに応援寄附者（個人支援者）

支援企業・団体一覧支援企業・団体一覧（2016年 4月～2023年１月）（2016年 4月～2023年１月）
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